
　

山
形
県
の
人
口
を
都
市
部
と
郡
部
と
に
分
け
て
み

る
と
、都
市
部（
十
三
市
）の
人
口
は
七
一
・
八
％
、
郡

部
（
三
十
一
町
村
）
は
二
八
・
二
％
の
割
合
に
な
る
。

二
十
二
年
前
（
昭
和
五
十
一
年
）
に
は
都
市
部
が
六

九
・
一
％
、
郡
部
が
三
○
・
九
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に

二
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
人
口
移
動
が
み
ら
れ
る
。
市
へ

の
人
口
移
動
が
約
二
十
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。こ
れ
を
人
口
の
都
市
化
現
象
と
い
う
。

　

県
土
面
積
を
都
市
部
と
郡
部
に
分
け
て
み
る
と
、

都
市
部
は
三
四
％
、
郡
部
は
六
六
％
の
割
合
に
な
っ

て
お
り
、
郡
部
に
は
山
や
森
林
、
田
園
が
広
が
り
、

都
市
部
で
は
宅
地
造
成
が
す
す
み
、
田
畑
が
次
第
に

減
少
し
て
水
と
緑
が
失
わ
れ
て
い
く
。
こ
れ
も
都
市

化
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。

　

県
内
の
小
売
販
売
額
（
平
成
九
年
度
調
べ
）
を
見

る
と
、
都
市
部
は
八
三
％
、
郡
部
は
一
七
％
に
分
か

れ
、
都
市
部
に
買
い
物
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
郡
部
の
人
口
割
合
二
八
・
二
％
と
小
売
販
売

額
一
七
％
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
一
・
二
ポ
イ
ン
ト

の
格
差
が
あ
る
。
郡
部
で
の
生
活
の
不
便
さ
が
見
ら

れ
、
都
市
部
に
人
口
の
移
動
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
生
活
の
都
市
化
で
あ
る
。

　

高
畠
町
の
住
所
を
書
く
時
、「
東
置
賜
郡
高
畠
町
」

と
書
か
な
く
て
も
、「
山
形
県
高
畠
町
」
と
書
け
ば
郵

便
物
や
宅
配
便
は
届
く
。
郵
便
番
号
が
七
桁
に
な
っ

て
、
さ
ら
に
「
郡
」
は
無
用
に
な
っ
た
と
し
て
、「
郡
」

表
示
の
廃
止
運
動
を
全
国
展
開
す
る
動
き
が
あ
る
こ

と
を
新
聞
紙
上
で
知
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
都

市
化
現
象
と
人
口
移
動
に
歯
止
め
を
か
け
る
新
し
い

動
き
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。「
○
○
市
に
住
み
た

い
」「
住
所
が
市
に
な
っ
て
い
な
い
と
差
別
さ
れ
そ
う

で
嫌
だ
」
と
い
う
考
え
方
は
、
若
い
人
だ
け
で
な
く

年
配
者
に
も
企
業
に

も
広
が
っ
て
い
る
。

ク
ル
マ
社
会
と
は
い

え
、
社
会
生
活
の
不

便
、
あ
る
い
は
社
会

生
活
の
充
実
度
の
格

差
が
原
因
と
見
ら
れ

る
。

　

人
口
一
人
当
た
り
の
住
宅
面
積
は
県
平
均
一
三
○

平
方
㍍
（
平
成
八
年
十
月
調
べ
）
で
、
都
市
部
が
一

一
三
・
五
平
方
㍍
、
郡
部
が
一
七
○
平
方
㍍
で
、
そ

の
差
が
五
六
・
五
平
方
㍍
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。特

に
、
最
近
十
年
間
の
町
村
部
に
お
け
る
宅
地
造
成
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
の
減

少
は
止
ま
ら
な
い
。
新
し
い
生
活
環
境
を
売
り
物
に

し
て
も
生
活
関
連
施
設
が
伴
わ
な
い
、
あ
る
い
は
隣

接
町
村
か
ら
移
住
す
る
ほ
ど
の
魅
力
が
な
い
、
地
価

が
安
い
だ
け
で
は
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
郡
部
に

お
け
る
住
宅
地
の
供
給
に
は
限
界
が
見
え
は
じ
め
て

い
る
よ
う
だ
。

　

全
国
に
三
千
三
百
の
市
町
村
が
あ
る
。
こ
れ
を
千

に
す
る
と
い
う
案
が
発
表
さ
れ
た
。
広
域
市
町
村
合

併
の
促
進
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
高
速
交
通
化
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
産
業
の
広
域
化
、
物
流
の
ス

ピ
ー
ド
化
な
ど
が
人
々
の
行
動
範
囲
を
拡
大
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
仙
台
市
の
人
口
は
九
十
八
万
人
で

あ
る
。
宮
城
県
人
口
の
四
二
％
が
集
中
し
て
い
る
。

山
形
市
は
二
十
五
万
五
千
人
で
県
人
口
の
二
○
・
二

％
で
あ
る
。仙
台
市
の
半
分
以
下
の
集
中
度
で
あ
る
。

今
、
周
辺
都
市
の
合
併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
す

で
に
広
域
都
市
の
形
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。
町

や
村
と
い
う
名
が
次
第
に
消
え
て
行
く
。

　

一
方
、
静
か
な
、
空
気
が
お
い
し
い
田
舎
の
生
活

環
境
に
憧
れ
て
、
都
会
か
ら
移
住
す
る
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
る
が
、
人
口
の
町
村
へ
の
移
動
現
象
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
人
々
の
所
得
上
昇
と
豊
か
な
市
民

生
活
、
高
度
な
教
育
レ
ベ
ル
を
求
め
て
都
市
化
現
象

は
さ
ら
に
進
む
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
私
た
ち
の

生
活
意
識
は
変
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
Ｍ
・
ク
リ
エ
イ
ト
代
表
・
山
形
市
在
住
）

●　

プ
リ
ズ
ム

32

都
市
に
住
み
た
い

斎　

藤　

容　

雄

市部�
72％�

郡部�
28％�

郡部�
66％�

市部�
34％�

郡部�
17％�

市部�
83％�


